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 要 旨   

 

背景： 

飲酒量ががんの危険因子であることは確立しているが、飲酒量の減少や禁酒とがん発症リスクへの影

響の報告は乏しい。アルコール依存症における飲酒リハビリテーションや禁酒のがん発症リスクへの

影響を明らかにする。  

 

方法：  

2018-2021 年のフランス全国における病院コホート研究を実施した。アルコール依存症において飲酒

リハビリテーションや禁酒の、非実施群に比べてアルコール関連がん発症リスクとの関連を、多変量

Cox 比例ハザードモデルで、交絡因子を調整して算出した。 

 

結果： 

2018-2021 年に男性 1000 万人、女性 1400 万人が退院した。アルコール依存症は男性 65 万人、女性

22 万人で認められた。アルコール依存症はアルコール関連がん（肝細胞がん、頭頸部がん、大腸がん）

と強く関連した。飲酒リハビリテーションや禁酒を行った群では、非実施群よりも有意にリスクが低

かった（ハザード比、男性 0.58、女性 0.62）。 

 

結論：  

アルコール依存症における飲酒リハビリテーションや禁酒は、明らかにアルコール関連がんのリスク

を低下させた。がんリスク低下のためにも飲酒リハビリテーションや禁酒を行うべきである。 

 

 


